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a0.b0=76.61

a0.b0=76.61=x�
b0.c0=76.61*120/40=229.83�
a0.c0=76.61*120/30=306.44
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プロニティーの関係にある４つの円A.B.C.Dにお
いて、円Aと円Bの中心が(x)離れると、円Cの中
心は円Bの中心から(x)にC/Aをかけた距離となり
、円Cの中心は円Bの中心から(x)にD/Aかけた距
離となる。�

b0.d0=32.82

２つの円A.Bから導かれる円Cと円D

大きさの違う２つの円(A)(B)とプロニティーを持
つ円(C)は、数的には円A.Bの直径あるいは円周の
数値の積を差で割る事で得られ、もう一つのプロ
ニティーを持つ円(D)は、円A.Bの積を和で割って
得られる。又、円Cは円A . Bと焦点を結び
(pronityA/B/C)、円Dは円Bと共に、円Aと焦点を結
ぶ(pronityA/B/D)。円A.Bに円C.Dを加えた４つの円
は、相互の大きさと距離の中で完全な比例空間を
つくり、様々な幾何学的関係を発生させる。�
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pronity40/30/120=A/B/C

pronity40/30/17.14=A/B/D

a0.b0=x�
b0.c0=xC/A�
a0.c0=xC/B

a0.b0=x�
b0.d0=xD/A�
a0.d0=xD/B

a0.b0=76.61=x�
b0.d0=76.61*17.14/40=32.82�
a0.d0=76.61*17.14/30=43.76

c0.b0=229.83

a0.d0=43.76

r=60

r=15

r=8.57

r=20

球Aの体積(Av)=4/3π203   =33510.3
球Bの体積(Bv)=4/3π153     =14137.2

球Cの体積(Cv)=4/3π603 =904778.7

球Dの体積(Dv)=4/3π8.573  =2636.5

Cv/Av=27�
Cv/Bv=64�
Cv/Dv=343

(C/A)3=33

(C/B)3=43

(C/D)3=73

(C/A)2=32

(C/B)2=42

(C/D)2=72

＜直交する2本の直径の中心と端点の関係＞�

pronityA/B/Cの3つの円において、c1とa3、c2とa4
、c3とa1、c4とa2を結ぶ線分はboを通り、c0と
a1.a2.a3.a4を結ぶ線分は、b1.b2.b3.b4を通る。同様
にpronityA/B/Dの3つの円において、b1とa3を結ぶ
線分はd0を通り、b0とa1を結ぶ線分はd1を通る。
この2組の関係は相似的であり、4つの円A/B/C/D
は2つの相似関係の複合体として、連続した比例
空間を作り出す。�

＜プロニティーと相対距離＞�

pronityA/B/CとpronityA/B/D

球Cの体積を1とすると、球Aの体積比は1/27、Bは1/64、Dは1/343となり、球
Cの直径に対するそれぞれの直径比の3乗{ (C /A ) 3= 2 7 }が対応する
(904778.7/33510.3=27)。又、面積比は直径比の2乗{(C/A)2=9}が対応する
(11309.7/1256.6=9)。�

面積(Cp)=11309.7�
面積(Ap)  =1256.6�
面積(Bp)    =706.8�
面積(Dp)    =230.7

球の体積=面積*4/3r      *球の体積/面積＜Cv/Cp=80  Av/Ap=26.6  Bv/Bp=20  Dv/Dp=11.43＞�

＜4体の球A/B/C/Dの面積と体積比＞�

No.32/2組のプロニティーA/B/CとA/B/Dの円、球の相対関係�
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